
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・学校と民間事業者による
放課後補習教室の実施

・放課後補習教室に
登録した児童の参加
率90%以上

・３年生～６年生の算数科
習熟度別学習の実施

・全国学力・学習状
況調査の正答率、全
国平均比較５ポイン
ト以上

・朝読書やよむYOMUワー
クシート、探究的な学習の
実施

・朝読書実施100％
・意識調査における
探究的な学びの肯定
的回答90%以上

・年間を通して運動遊びに
取組み、外遊びの習慣化
・運動に取組むための仕掛
けづくり

・意識調査におい
て、運動やスポーツ
をすることが好きな
肯定的回答90％以上

・学期1回のなわ跳び週
間、12月の持久走記録会に
向けた練習期間の設定

・なわ跳びチャレンジ
で目標の達成した児童
９０％以上
・持久走記録会への肯
定的取組80％以上

・特別支援教育コーディ
ネーターを中心とした校内
委員会の実施及び各通級指
導学級教員との連携

・支援が必要な児童
へのニーズに応じた
連携支援90％以上

・エンカレッジルームの活
用及び当番制による教員の
対応

・エンカレッジルー
ムの解放率100%

・事前打合せ及び年間3回
の直接交流及び共同学習の
実施

・副籍児童の満足度
90％以上

・年3回のいじめ未然防止
に向けた授業
・学級活動や委員会活動、
異学年交流などの充実

・意識調査における
人助け及びいじめに
関連する項目の肯定
的割合95%以上

・毎日のL⁻Gateの実施と
結果に基づく児童面談

・いじめ解消率100％
・意識調査における児
童が学校で相談できる
割合80%

・SC、SSW、教育相談等
の関係機関との連携強化

・不登校児童とのＳ
Ｃ、ＳＳＷ、関係機
関との連携率100％

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇教育相談の強化

〇豊かな心の育成

〇L⁻Gateの活用
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〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

〇エンカレッジルーム
の活用促進

〇副籍交流、交流及び
共同学習の実施充実

体
力
の
向
上

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

〇運動意欲や基礎体力
の向上

達成度
「中間」

学校関係者評価(A～D)
「年度末」

学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた
改善案

コメント

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立清新小第一学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
　「体をきたえる子」　　　 「思いやりのある子」※重点
　「最後までやりぬく子」　「進んで学習する子」

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

・保護者・地域から信頼され、共に歩む学校、「チーム清新一小」による落ち着いた学校
・体をきたえる子、思いやりのある子、最後までやりぬく子、進んで学習する子
・児童のよさや可能性を信じ、温かさと厳しさを兼ね備え、柔軟に対応できる教師
・学校経営に参画意欲を持ち、他者と協働し、学校課題の解決に励む教師

前年度までの本校の現
状

児童は落ち着いて学習することができた。昼の時間に新たに算数学習の時間を設け、学習カルテを
活用し、取り組むことができた。ICTを活用し、一人一台端末を授業の中で、効果的に活用するこ
とができた。

児童の体力向上を目指し、継続的な運動遊びを計画したが、天候に対応可能な計画となっていなかったため、実施できないこと
もあり、児童の運動機械の確保には不十分であった。学校図書館の整備を進めたが、バーコード化が令和７年度9月に終了の予
定である。校内研究では国語科物語文の読み深めを研究してきたが、読み深めたことを伝え合う活動につなげる必要が見られ
た。授業における児童のタブレットの有効活用を更に模索する必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標



・学校ホームページの更新
及び内容の充実

・毎日更新を行う

・児童、保護者、地域、教
職員へのアンケート調査の
実施

・各学期に1回実施

・月２回の定時退勤日の設
定及び午後出張終了後の直
帰の徹底

・全教職員の月残業
時間55時間以下

・教員の組織的な育成 ・全教員年2回の授
業公開
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〇学校（園）ホーム
ページの充実等

〇学校関係者評価の充
実
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〇働き方改革の推進

〇教員研修の実施


